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特集：郷土の偉人　橋本増治郎～南中劇～

南中学校「南中劇」橋本増治郎（11月3日）



　

南
中
劇
は
昭
和
49
年
に
始
ま
り
、
毎
年
行
わ
れ
る

南
中
学
校
文
化
祭
の
目
玉
で
す
。
南
中
劇
が
始
ま
っ

て
40
年
、於お

だ
い大

の
方（
家
康
の
生
母
）や
志し

が賀
重し

げ
た
か昻（

世

界
的
地
理
学
者
）
な
ど
岡
崎
市
出
身
の
偉
人
を
交
代

で
取
り
上
げ
紹
介
し
、
演
じ
る
こ
と
で
地
域
の
歴
史

や
人
々
の
心
を
学
び
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
演
目
は
「
橋
本
増
治
郎
」。

全
校
生
徒
か
ら
有
志
を
集

い
、
配
役
を
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
決
め
ま

す
。
本
番
に
向
け
、

限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
先
生
と
生
徒

が
一
丸
と
な
り
練
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▲ 教室でオーディションの順番を待つ生徒たち▲ 体育館での舞台背景制作

オーディション

今年は 100人の応募がありました。
先生の前で一人ひとり決められたセリフ
を自分なりに表現します。オーディショ
ンでは、どんな役を希望するか、南中劇
への思いなどの質問もあり、生徒たちの
熱い気持ちが語られました。

練
習
風
景

慣
れ
な
い
着
物
を
友
達
や
先
生

に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
着
て
み

る
、「
こ
の
セ
リ
フ
は
も
っ
と
こ
う

し
た
方
が
い
い
よ
」と
意
見
を
出

し
合
う
、大
道
具
や
小
道
具
の
色

の
微
妙
な
調
整
を
繰
り
返
す
な
ど
、

生
徒
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

毎
日
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、最

高
に
い
い
劇
、自
分
た
ち
が
納
得

が
い
く
劇
を
目
指
し
ま
し
た
。

伝統の
南中劇
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▲ 増治郎が設立した当時の快進社
（現在の東京都渋谷区）

Masujiro
Hashimoto

▲ 日本で最初の4気筒エンジンの乗用車「ダット41型」
（画像提供：日産自動車株式会社）

郷
土
の
偉
人

自
動
車
国
産
化
の
先
駆
者

　

岡
崎
市
の
名
誉
市
民
、
橋
本
増
治
郎
氏
（
１
８
７
５
〜
１
９
４
４
）。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
自
動
車
の
国
産
化
に
力
を
注

ぎ
、
苦
心
の
末
、
日
本
で
初
め
て
の
純
国
産
自
動
車
「
ダ
ッ
ト
号
」
の

製
作
に
成
功
し
た
国
産
自
動
車
製
造
の
先
駆
者
で
す
。

　

２
０
０
２
年
に
は
日
本
自
動
車
殿
堂
者
に
も
選
ば
れ
た
岡
崎
市
出
身

の
英
雄
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
の
か
た
や
、
名
前
だ
け
ご
存
じ
の
か
た

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
戸
崎
町
に
あ
る
市
立
南

中
学
校
の
伝
統
の
南
中
劇
を
通
し
、
そ
の
功
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特 

集
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東
京
へ
旅
立
っ
た
増
治
郎
は
、
東
京
工
業
学
校
を
優
秀

な
成
績
で
卒
業
し
、
徴
兵
制
度
に
よ
り
軍
隊
に
入
隊
し
ま

し
た
。
除
隊
後
、
明
治
35
年
に
は
、
政
府
な
ど
の
推
薦
を

受
け
、
海
外
実
業
練
習
生
と
し
て
、
28
歳
で
ア
メ
リ
カ
の

蒸
気
機
関
製
作
会
社
へ
行
き
、
自
動
車
製
造
の
勉
強
を
し

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
進
ん
だ
自
動
車
工
業
の
実
情
を
目
の

当
た
り
に
し
、
な
ん
と
か
こ
の
技
術
を
学
び
日
本
で
自
動

車
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

明
治
44
年
、
増
治
郎
は
総

勢
7
人
の
日
本
初
の
自
動
車

製
造
工
場
「
快
進
社
自
動
車

工
場
」
を
東
京
に
設
立
。
全

て
の
部
品
を
国
産
に
し
た
純

国
産
の
実
用
車
づ
く
り
を
目

指
し
ま
し
た
。
設
備
も
不
十

分
で
、
経
営
も
困
難
を
極
め

る
中
、
英
国
産
自
動
車
の
解

体
、
組
み
立
て
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。

大
正
２
年
、
快
進
社
設
立
の
出
資
者
３
人
（
田で
ん

・
青
山
・

竹
内
）
の
頭
文
字
（
Ｄ
・
Ａ
・
Ｔ
）
と
、
素
早
い
こ
と
の

例
え
「
脱だ
っ
と兎

」
に
か
け
て
「
ダ
ッ
ト
号
」
と
名
付
け
た
試

作
車
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
合
併
し
た
会
社
で
改

良
を
続
け
、
昭
和
４
年
に
５
０
０
㏄ 

エ
ン
ジ
ン
の
小
型
自

動
車
試
作
に
成
功
。
本
格
的
な
生
産
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

こ
の
自
動
車
は
「
ダ
ッ
ト
サ
ン
」
と
命
名
さ
れ
、
戦
前
の

国
産
自
動
車
の
代
名
詞
と
な
り
、
大
衆
車
と
し
て
人
気
を

集
め
ま
し
た
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
国
産
自
動

車
の
製
造
に
情
熱
を
注
い

だ
増
治
郎
の
ひ
た
む
き

な
努
力
は
、
今
日
の
日

本
の
自
動
車
産
業
の
礎

を
築
き
、
今
な
お
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。

青
年
期

参

ダ
ッ
ト
号
の
完
成

伍

四

快
進
社
自
動
車
工
場
設
立
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増
治
郎
は
明
治
8
年
、
現
在
の
岡

崎
市
柱
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
向
学

心
が
強
く
、
小
学
羽
根
学
校
を
卒
業

す
る
と
、
額
田
郡
高
等
小
学
岡
崎
学

校
に
進
み
ま
し
た
。
岡
崎
学
校
時
代

に
は
当
時
の
全
て
に
優
秀
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
「
舶は

く
ら
い
あ
た
ま

来
頭
」
と
い
う

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
付
い
て
い
ま
し
た
。

岡
崎
学
校
を
卒
業
後
、
学
校
長
の
勧

め
も
あ
り
東
京
工
業
学
校
（
現
在
の
東

京
工
業
大
学
）
に
入
学
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
明
治
24
年
、
増
治
郎
は
東

海
道
本
線
が
開
通
し
た
ば
か
り
の
岡
崎

駅
か
ら
東
京
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

幼
少
期

壱

東
京
へ
出
発

弐

南
中
劇
よ
り

橋
本 

増
治
郎

4市政だよりOKAZAKI 2013年（平成25年）12月1日



7
月
1
日 

 

ゆ
か
り
の
ま
ち
（
茅
ヶ
崎
市
、
佐
久
市
、
関

ケ
原
町
）
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
⑥

7
月
3
日 

 

西
三
河
9
市
1
町
に
よ
る
災
害
時
相
互
応
援

協
定
締
結

7
月 

12
日　
　

 
 

三
菱
自
動
車
岡
崎
が
4
年
ぶ
り
9
回
目
の
都

市
対
抗
野
球
の
本
大
会
に
出
場
⑦

7
月
19
日 

 

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
岡
崎
教
会
教
会
堂
、
旧

愛
知
県
岡
崎
師
範
学
校
武
道
場
の
国
登
録
有

形
文
化
財
（
建
造
物
）
答
申

7
月
25
日 

 

第
1
回
市
民
対
話
集
会
を
開
催
⑧

7
月
27
日 

 

お
か
ざ
き
コ
ウ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
3
開
幕

（
11
月
3
日
ま
で
）
⑨

7
月
28
日 

 

岡
崎
城
下
家
康
公
夏
ま
つ
り
開
催
（
8
月
2

日
ま
で
）

8
月
1
日 

 

N
T
T
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
と
お
か
ざ
き
市
民

便
利
帳
を
共
同
発
行

8
月
2
日 

 

中
古
消
防
車
4
台
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
寄
贈
⑩

8
月
3
日 

 

岡
崎
観
光
夏
ま
つ
り
第
65
回
花
火
大
会
開
催

8
月
10
日 

 

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
3
開
幕 

（
10
月
27
日
ま
で
）
⑪

8
月
18
日 

 

全
日
本
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

開
催
（
21
日
ま
で
）
⑫

8
月
23
日 

 

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
入
館
者

4
0
0
万
人
達
成

9
月
22
日 

 

徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
記
念
プ
レ
事
業 

 

第
1
回
「
家
康
公
検
定
」
実
施

10
月
1
日 

 

岡
崎
市
民
病
院
西
棟
稼
働

10
月
1
日 

 

岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

「
O
K
a
ー
B
i
z（
オ
カ
ビ
ズ
）」オ
ー
プ
ン

11
月
2
日・
3
日 

 

秋
の
市
民
ま
つ
り
開
催

11
月
29
日 

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

12
月
16
日  

 

若
松
保
育
園
新
園
舎
で
保
育
開
始
（
予
定
）

▲志賀理江子《螺
ら

旋
せん

海岸》 2012-2013
10ページの「STYLE きらり輝く岡崎人」をご覧ください。

⑧

⑨

⑪

⑫

⑤

⑩
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1
月
1
日 

 

新
年
交
礼
会
（
岡
崎
中
央
総
合
公
園
）

2
月
1
日 

 

水
害
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行

3
月　

　

 
 

岡
崎
市
民
病
院
で
県
内
初
と
な
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
稼
働
①

3
月　
　

 
 

全
国
で
1
台
の
緊
急
消
防
援
助
隊
車
両
「
全

地
形
対
応
車
両
」
が
総
務
省
か
ら
貸
与

3
月
23
日 

 

丸
岡
新
橋
開
通

4
月
1
日 

 

東
岡
崎
駅
東
改
札
口
の
供
用
開
始

4
月
1
日 

 「
オ
カ
ザ
え
も
ん
」
を
岡
崎
ア
ー
ト
広
報
大

臣
に
委
嘱
②

4
月
5
日 

 

20
番
目
の
市
立
中
学
校
・
翔
南
中
学
校

開
校
③

4
月
7
日 

 

徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
記
念
プ
レ
事
業 

「
家
康
行
列
」
開
催

4
月
17
日　
　

 
 

岡
崎
城
天
守
を
景
観
重
要
建
造
物
（
市
内
初
）

に
指
定

5
月
2
日 

 

連
続
不
審
火
対
策
本
部
を
設
置
（
9
月
13
日

ま
で
）

5
月
8
日 

 

道
の
駅
「
藤
川
宿
」
オ
ー
プ
ン
5
カ
月
で
利

用
者
1
0
0
万
人
達
成
④

6
月
9
日 

 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
六
ツ
美
分
館
「
悠ゆ

き紀
の

里
」
歴
史
・
文
化
伝
承
ゾ
ー
ン
オ
ー
プ
ン
⑤

１
年
の
あ
ゆ
み

②

①③

④

⑥

⑦ Summary of 2013
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03市
で
は
若
者
の
職
業
観
の
養
成
や
企
業

に
お
け
る
人
材
育
成
能
力
の
向
上
を
図
る

取
り
組
み
と
し
て
、
大
学
生
が
市
内
の
中

小
企
業
で
1
カ
月
〜
6
カ
月
間
、
職
業
体

験
す
る
長
期
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
開
始
し
ま
し
た
。
初
年
度
と
な
る
今
年

は
3
社
（
㈱
あ
い
ち
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
、

㈱
た
げ
ん
ご
、
㈱
大
和
商
会
）
で
4
人
の

大
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

受
入
企
業
の
中
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
生

が
若
い
発
想
と
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
、

様
々
な
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

㈱
あ
い
ち
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
立
ち
上
げ
及
び
運
営

を
務
め
、
早
速
、
企
業
の
成
果
に
結
び

つ
い
て
き
て
い
ま
す
。
㈱
た

げ
ん
ご
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
・

保
護
者
の
要
望
を
聞
き
取
る

「
す
ぐ
や
る
課
」
を
設
立
し
、

運
営
改
革
・
環
境
改
善
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
㈱

大
和
商
会
で
は
、
新
規
の
営

業
先
の
開
拓
や
営
業
所
間
の

連
携
強
化
の
役
割
を
担
い
、

経
営
者
の
意
図
す
る
連
携
が

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
市
内
企
業
の
協
力
の
も
と
長
期

実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

長
期
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は

こ
れ
ま
で
の
職
場
体
験
に
近
い
2
週
間

程
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
異
な

り
、
大
学
生
が
、
数
カ
月
に
わ
た
っ
て
中

小
企
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
も

の
で
す
。
働
く
魅
力
を
感
じ
、
働
き
た
い

企
業
が
地
域
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

で
、
地
域
で
活
躍
す
る
若
者
の
雇
用
確
保

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

商
工
労
政
課
☎
23
◆

6
3
5
1

長
期
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

始
め
ま
し
た

OKAZAKI DATA
おかざきデータ

岡崎市長
内田　康宏

す
。
愛
知
県
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数

は
こ
こ
10
年
間
減
少
を
続
け
、
平
成
15
年
の

4
2
8
人
と
比
べ
て
昨
年
は
2
3
5
人
と
4

割
以
上
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

関
係
機
関
を
は
じ
め
、
多
く
の
か
た
の
ご
協

力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
10
年
連
続
ワ
ー

ス
ト
1
位
が
続
い
て
お
り
、
今
も
悲
惨
な
交

通
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
犠
牲

者
の
約
半
数
は
高
齢
者
で
す
。
事
故
に
よ
り

失
っ
た
も
の
は
、
二
度
と
取
り
戻
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
各
自
が
ち
ょ
っ
と
し
た
注

意
を
す
る
こ
と
で
、
事
故
は
避
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

12
月
1
日
〜
10
日
は
年
末
の
交
通
安
全
市

民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ど
う
か
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
も
う
あ
と
少
し
の
余
裕
と
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な

る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
と
な
る
よ
う
今
一

度
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
1
カ
月
と
な
り
ま
し

た
。
1
年
で
昼
間
の
時
間
が
一
番
短
く
な
る

こ
の
時
期
、
年
末
の
慌
た
だ
し
さ
も
相
ま
っ

て
、
つ
い
注
意
が
散
漫
に
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
飲
酒
の
機
会
も
増
え
る
た
め
交
通

事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
統
計
を
み
て
も
交
通
事
故
の
死
亡

者
が
最
も
多
い
の
が
12
月
と
な
っ
て
い
ま

安
全
・
安
心
の
市
民
生
活

市長室より

次の新しい  おかざき

11月1日現在の
岡崎市の人口
男 191,285人 ＋136人
女 187,791人 ＋94人
計 379,076人 ＋230人

世帯数 150,123世帯 ＋215世帯

10月末現在の岡崎市内の
交通事故状況

人身事故
件数

死傷者
死者 負傷者 合計

平成25年 1,759件 6人 2,150人 2,156人
平成24年 1,750件 14人 2,152人 2,166人
比　較 ＋9件 －8人 －2人 －10人
※死者数は事故発生から24時間以内に死亡した人です。

10月末現在の岡崎市内の
窃盗犯発生状況

総数 侵入盗 乗物盗 非侵入盗
平成25年 2,056件 319件 721件 1,016件
平成24年 2,544件 421件 756件 1,367件
比　較 －488件 －102件 －35件 －351件

インターン生による勉強会
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OKAZAKI
おかざきアイ

EYE

01

02

市
で
は
、「
見
や
す
く
」「
探
し
や
す
い
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
、
11
月
29
日
㈮

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

を
始
め
市
政
情
報
の
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
防
災
対
策
強
化

東
日
本
大
震
災
を
機
に
庁
舎
被
災
に
よ

る
情
報
の
消
失
を
防
ぐ
た
め
、
サ
ー
バ
ー

を
遠
隔
地
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す

る
ク
ラ
ウ
ド
化
が
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
市
も
、
サ
ー
バ
ー
を
2
カ
所
の
遠
隔

地
に
設
置
す
る
な
ど
防
災
対
策
を
強
化
し

ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
り
、
災
害
時

も
迅
速
に
市
民
が
必
要
と
す
る
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
文
字
情
報
や
リ
ン
ク
バ
ナ
ー

が
多
く
、
煩
雑
な
印
象
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
ア
ク
セ
ス
数
な
ど
の
状

況
を
参
考
に
皆
さ
ん
の
求
め
る
情
報
を
集

め
、
見
や
す
さ
と
探
し
や
す
さ
の
向
上
を

目
指
し
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
、
レ
イ

ア
ウ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

「
暮
ら
し
」「
公
共
施
設
」「
市
政
」「
観

光
・
史
跡
」「
事
業
者
向
け
」
と
い
っ
た

内
容
別
に
情
報
の
分
類
を
見
直
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
ペ
ー
ジ
上
部
の
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
か
ら
、
知
り
た
い

情
報
に
早
く
、
簡
単
に
た
ど
り
着
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
課
☎
23
◆

6
0
3
3

　

新しいトップページ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
介
護
、
福
祉
、
保
健
、
医
療

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
高
齢
者

の
生
活
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
26
年
1
月
か
ら
「
ひ
な
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
さ
く
ら
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
2
カ
所
を
増

設
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
市
内
14
カ
所
と
な
り
、
担
当
地
域

の
変
更
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
が
高
齢
者
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
者
に
身
近
な

支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

愛
称
は「
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
愛
称
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
3
9
8
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
、
選
考
の
結
果
、「
シ
ニ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

長
寿
課
☎
23
◆

6
6
7
3

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
11
月
29
日
㈮

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

新
た
に
2
カ
所
増
設
し
ま
す

ひな地域包括支援センター

井田、愛宕、広幡 ☎65 ♦ 8555

さくら地域包括支援センター

大門、大樹寺 ☎73 ♦ 3377

中央地域福祉センター地域包括支援センター

梅園、根石 ☎25 ♦ 3199

北部地域福祉センター地域包括支援センター

細川、奥殿、恵田、岩津 ☎45 ♦ 1699

西部地域福祉センター地域包括支援センター

北野、矢作北、矢作西 ☎32 ♦ 0199

竜美地域包括支援センター

三島、竜美丘、六名 ☎55 ♦ 0751

やはぎ苑地域包括支援センター

矢作南、矢作東 ☎34 ♦ 2345

※ 地域包括支援センターでは、小学校区ごとに担
当地域が決められています。
※ 担当地域が変更になる地域包括支援センターの
み掲載しています。
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▲ 市の環境キャラクター。環境教室、イベントなど
環境啓発のために活躍しています！

ごみ対策課　☎22 ◆ 1153

京
都
の
町
で
、
時
代
劇
に
登
場
す
る
よ

う
な
バ
ケ
ツ
を
杉す
ぎ
な
り形

に
積
ん
だ
防
火
水
槽

を
見
か
け
た
（
図
1
）。
密
集
し
て
暮
ら

す
京
都
人
ら
し
い
防
火
へ
の
心
構
え
で
あ

る
。か

つ
て
岡
崎
で
も
防
火
水
槽
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
あ
っ
た
。
特
に
板
屋
町
か
ら
元

能
見
町
界か
い
わ
い隈

の
民
家
が
密
集
し
て
い
る
地

域
で
は
、
一
辺
が
五
〇
㌢
ば
か
り
の
小
振

り
な
セ
メ
ン
ト
製
の
水
槽
が
玄
関
先
に
置

い
て
あ
っ
た
。
二
、
三
十
年
前
よ
く
そ
の

写
真
を
撮
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
頃
ほ
と

ん
ど
の
水
槽
が
そ
の
用
を
終
え
、
植
木
を

植
え
た
り
、
金
魚
を
飼
っ
た
り
し
て
い
た

（
図
2
）。
そ
れ
で
も
住
民
の
防
火
意
識
が

伝
わ
っ
て
き
て
良
い
感
じ
だ
っ
た
。
あ
る

家
の
ご
主
人
が
、
こ
の
水
槽
は
空
襲
に
備

え
て
置
い
た
も
の
だ
よ
と
教
え
て
く
れ

た
。
戦
争
を
か
い
く
ぐ
っ
た
も
の
か
と
思

う
と
、
一
層
愛
お
し
い
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
そ
の
姿
を
見
か
け
な

く
な
っ
た
。
住
む
人
が
変
わ
っ
た
り
、
家

が
建
て
替
わ
っ
た
り
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
か
。
セ
メ
ン
ト
製
の
防
火
水
槽
が
消

え
、
下
町
ら
し
い
風
情
が
薄
れ
て
ゆ
く
の

は
寂
し
い
も
の
だ
。
セ
メ
ン
ト
製
の
防
火

水
槽
を
庶
民
の
防
火
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

文
と
図
／
考
現
学
採
集
者　

嶋
村　

　

博

未来環境創造戦士未来環境創造戦士
み らい かん きょう そう ぞう せん し

消
え
ゆ
く
防
火
水
槽

ごみ対策課　☎22 ◆ 1153

No.09

図
1
は
二
〇
一
二
年
に
京
都
市
内
で
、
図
2
は
一
九
九
八
年
に
岡
崎
市
内
で
採
集

21世紀のごみ減らし大作戦
市役所市政情報コーナー（西庁舎
1階）、各支所、ごみ対策課（リサ
イクルプラザ3階）で配布してい
ます。

そろそろ1年の締めくくり大掃除の
季節がやってきますが、皆さん準備は
進んでいますか？今回は粗大ごみの処
分について説明します。
●粗大ごみとは？
指定袋に入らないもの、口が縛れな

いもの、重くて破れてしまうものです。
●処分方法は？
①中央クリーンセンターへ持ち込む
直接持ち込んでいただければ、重さ

100㌔まで無料です（100㌔を超える
と、10㌔当たり70円の手数料がかかり
ます）。
②有料戸別収集を利用する
粗大ごみ受付センター（☎22 ◆ 2000）
へ予約をすると、各家庭まで有料で収

集に伺います。なお、予約のときには
収集を希望する物の高さ、幅、奥行き、
おおよその重さを事前に調べてからお
電話ください。
●クリーンセンターで受け付けできな
い粗大ごみとは？

・家電4品目（テレビ、冷蔵庫及び冷凍
庫、洗濯機及び衣類乾燥機、エアコ
ン（室外機含む））

・パソコン
・処理困難物（ピアノ、化学薬品、消
火器など）
これらのものは、購入業者や製造メー

カーなどでの引き取りが必要となりま
す。詳しくは、冊子「21世紀のごみ減
らし大作戦」をご覧ください。

其の9 粗大ごみを正しく処分しよう
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志賀  理江子 さん

南中学校出身。高校生のときに、独学で写真を撮り始め
る。東日本大震災では自らも被災者となった経験をも
つ。2012年に第28回東川賞新人作家賞を受賞。1980年
生まれ。

今
年
8
月
10
日
〜
10
月
27
日
、
3
年
に

1
度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
名
古
屋
市

と
岡
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
芸
術
祭

「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
3
」。

岡
崎
会
場
の
一
つ
、
岡
崎
シ
ビ
コ
に
展
示

さ
れ
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
放
ち
注
目
を

集
め
て
い
た
の
が
、
写
真
家
・
志
賀
理
江

子
さ
ん
の
作
品
「
螺ら

旋せ
ん

海
岸
」
で
す
。
螺

旋
海
岸
は
、
宮
城
県
名
取
市
の
北
釜
地
区

で
暮
ら
す
人
々
や
風
景
な
ど
を
撮
影
し

た
約
2
4
0
点
の
作
品
で
す
。

志
賀
さ
ん
が
写
真
に
興
味
を
持
ち
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
高

校
2
年
生
の
と
き
。
体
育
祭
で
撮
り
切
れ

な
か
っ
た
フ
ィ
ル
ム
の
余
り
を
使
い
切
る

た
め
、
何
気
な
く
身
の
回
り
の
も
の
を
、

位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら
撮
影
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
数
日
後
、
で
き
あ
が

っ
た
写
真
を
見
て
「（
心
の
中
に
）
ひ
っ

か
か
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。
当
時
は
思
春
期
の
真
っ
た
だ
中
。「
写

真
の
中
に
な
ら
思
い
っ
切
り
色
々
な
感
情

を
込
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
夢
中
に
な

り
、
こ
の
と
き
か
ら
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
と
呼

ば
れ
る
作
り
込
み
写
真
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
て
い
き
ま
す
。

1
9
9
9
年
、
ロ
ン
ド
ン
芸
術
大
学
に

入
学
。
約
9
年
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在

し
、
ロ
ン
ド
ン
の
公
営
団
地
の
住
民
た
ち

を
撮
影
し
た
写
真
集
「Lilly

」
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
の
渡
航
中
に
制
作
し
た

「C
A

N
A

R
Y

」
を
出
版
し
ま
す
。
こ
れ
ら

が
高
い
評
価
を
受
け
、2
0
0
8
年
に
は
、

写
真
界
の
芥
川
賞
と
い
わ
れ
る
「
第
33
回

木
村
伊
兵
衛
写
真
賞
」を
受
賞
。
さ
ら
に
、

翌
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
際
写
真
セ
ン

タ
ー
主
催
「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
ア
ワ
ー
ド

新
人
賞
」
も
受
賞
し
ま
し
た
。

帰
国
後
の
2
0
0
8
年
秋
頃
か
ら
、「
松

林
と
海
の
美
し
さ
に
一
目
ぼ
れ
し
た
」
と

い
う
北
釜
に
定
住
し
た
志
賀
さ
ん
。「
ま

ち
の
写
真
屋
さ
ん
」
と
し
て
地
域
の
祭
り

や
行
事
の
ほ
か
、
個
人
的
な
依
頼
も
含
め
、

数
多
く
の
写
真
を
記
録
し
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
北
釜
を
題
材
に
、
独
特
の
感
性
が
光

る
作
品
づ
く
り
に
も
挑
ん
で
き
ま
し
た
。

「
展
覧
会
を
す
る
と
、
写
真
の
解
説
を
依

頼
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
感
じ
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
展
示
写
真
に
自
分
な
り
の
タ
イ
ト
ル

を
付
け
て
い
た
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
よ
」
と
ほ
ほ
笑
む
志
賀
さ
ん
。
激
し

い
衝
動
か
ら
産
み
出
さ
れ
た
作
品
は
見
た

人
の
心
に
焼
き
付
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た

な
物
語
と
な
っ
て
語
り
継
が
れ
て
い
き
ま

す
。

◆しが りえこ さん

▲ あいちトリエンナーレ2013展示会場にて。

写
真
界
の
芥あ
く
た
が
わ川
賞
と
い
わ
れ
る
「
木
村
伊
兵

衛
写
真
賞
」
の
受
賞
経
験
を
も
つ
、
岡
崎
市

出
身
の
写
真
家
・
志
賀
理
江
子
さ
ん
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。

Profi leProfile

きらり 輝 く岡 崎 人

STYLE
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子育て info
参加者全員の①郵便番号　②住所　③氏名
（ふりがな）　④年齢　⑤性別　⑥電話番号
学生は⑦学校名　⑧学年も記入

●申込共通項目

 ▶日　時
 ▶場　所
 ▶講　師

 ▶定　員
 ▶申　込

健康講座　子どものメタボ予防に大切なこと
健康増進課　☎23 ◆ 6639

1月18日㈯　13時30分～15時
岡崎げんき館3階　講堂
あいち小児保健医療総合センター
内分泌代謝科医師　濱島崇氏
150人（先着）
12月12日㈭から電話で。

 ▶日　時
 ▶場　所
 ▶内　容

 ▶対　象

クリスマスお楽しみおはなし会
南部市民センター図書室　☎72 ◆ 5118

12月10日㈫　16時～16時40分
シビックセンター　1階ロビー
読み聞かせボランティア「おはなしの森　コロ
ボックル」による絵本
の読み聞かせ、紙芝居、
パネルシアターなど
幼児、小学生

 ▶日　時
 ▶対　象
 ▶申　込

こどもひろば　クリスマスリースを作ろう！
母子寡婦福祉会館（明大寺町）　☎54 ◆ 5833

12月14日㈯　10時～12時
小中学生
前日までに電話で。

子ども図書室「冬休みイベント」
中央図書館（図書館交流プラザ内）　☎23 ◆ 3115

クリスマスのおはなし会
 ▶日　時

 ▶場　所

▶12月19日㈭　16時～16時30分
▶12月21日㈯　14時30分～15時
▶12月23日㈷　16時～16時30分
2階子ども図書室　おはなしのへや

ストーリーテリング「冬のおはなし会」
 ▶日　時
 ▶場　所
 ▶内　容
 ▶対　象

12月21日㈯　15時30分～16時
2階子ども図書室　おはなしのへや
絵本を使わないおはなし会
おおむね5歳以上

冬休み科学あそび講座「結晶のいろいろ」
 ▶日　時
 ▶場　所
 ▶対　象
 ▶費　用
 ▶申　込

12月26日㈭　14時～16時
図書館交流プラザ　3階会議室301

小学3～6年生30人（抽選）
300円
往復はがき（1人1枚）にページ上部の申込共通
項目を記入し、〒444…0059　康生通西4丁目
71番地　中央図書館「冬休み科学あそび講座」
係へ。12月12日㈭必着

 ▶日　時
 ▶内　容
 ▶対　象
 ▶定　員
 ▶費　用
 ▶申　込

親子造形センター親子教室　冬はやっぱり凧
たこ

揚げ！
おかざき世界子ども美術博物館（月曜日休館）　☎53 ◆ 3511

12月22日㈰　13時～15時
三河凧またはぐにゃぐにゃ凧を作る
小学生以下と保護者
20組（先着）
三河凧＝300円、ぐにゃぐにゃ凧＝100円
12月10日㈫10時から電話で。

臨時休館日のお知らせ
12月17日㈫～20日㈮は展示替えのため休館します。

 ▶日　時

 ▶場　所
 ▶内　容

 ▶対　象

 ▶持ち物

ブックスタート
中央図書館（図書館交流プラザ内）　☎23 ◆ 3115

月曜日／10時～11時30分、13時30分～15時
木曜日／13時30分～15時
※ 上記以外の日時を希望の場合は中央図書館へ
ご相談ください。
※ 12月29日㈰～1月3日㈮は年末年始休館日、
　1月27日㈪～31日㈮は特別整理休館日です。
2階子ども図書室　おはなしのへや
読み聞かせと絵本の
プレゼント
6カ月～1歳6カ月の
子どもと保護者
母子健康手帳

 ▶日　時

育児相談（すくすくテレフォン）
総合子育て支援センター　☎26 ◆ 0706

月～金曜日／8時30分～17時15分　
土曜日／8時30分～12時30分

愛知県小児救急電話相談

相談時間：毎日19時～23時
症状に合わせた対処方法を相談できます。

通話できない場合は、☎ 052 ◆ 962 ◆ 9900 へ
8 0 0 0♯

 ▶受　付

 ▶内　容

そよかぜ相談室（要予約）
教育相談センター（竜美北2丁目）　☎71 ◆ 3201
月～金曜日／9時30分～16時30分
土曜日／9時30分～12時
就学・不登校・発達障がいに関する面接相談
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時間

ひとくちメモ

シニア世代の健康長寿ナビ

寺子屋☆脳きらり 長寿課　☎23 ◆ 6837

●内　容／ 認知症予防の脳トレーニング、回想法、ストレッチなど
●対　象／65歳以上　●定　員／当日先着30人
●持ち物／室内用シューズ

▶南部市民センター分館＝12月17日㈫
▶ 図書館交流プラザ会議室103

　＝12月26日㈭、1月9日㈭　各10時～11時30分

歩車分離式信号機を知っていますか？

安全安心課　☎ 23 ◆ 6238

岡崎警察署　☎ 58 ◆ 0110

きらりシニア塾 長寿課　☎23 ◆ 6837

●対　象／65歳以上　●持ち物／室内用シューズ　●申　込／12月9日㈪から前日までに会場へ電話で。

会場・連絡先 日　　程 時　　間 講座内容

高年者センター岡崎 ☎55 ◆ 0116 1月16日㈭

10時～12時

認知症を考える

中央地域福祉センター ☎25 ◆ 7701 12月26日㈭
落語で笑って健康に

南部地域福祉センター ☎43 ◆ 6600 1月7日㈫

西部地域福祉センター ☎34 ◆ 3211 1月16日㈭
13時30分～15時30分

ドライマウスを予防しよう

東部地域福祉センター ☎48 ◆ 8090 12月26日㈭ ポールウオーキング体験

会場・連絡先 日　　程 時　　間 講座内容

高年者センター岡崎 ☎55 ◆ 8399 1月21日㈫ 10時～12時 住宅改修のポイント・交流会

西部地域福祉センター ☎32 ◆ 0199 1月9日㈭ 13時30分～14時30分 介護者からの相談・交流会

額田地域内 ☎82 ◆ 4370 1月8日㈬ 10時～12時 相談会

高齢者を支える家族の会 長寿課　☎23 ◆ 6837

●対　象／高齢者のかたを介護している家族のかた　● 申　込／当日までに長寿課または希望会場へ電話で。

注意することはある？

どんなところにあるの？歩車分離式信号機とは？
横断中の歩行者と車両との衝突事故を防止するため、歩
行者と車両の通行を分離して、横断歩行者の安全を確保
する信号機です。

▶ドライバーは
見込み発進せず、必ず対面の車両用信号機が青色に変わっ
たことを確認して発進してください。
▶歩行者は
市内の歩車分離式信号機は、スクランブル方式ではない
ので斜め横断はできません。信号機をよく見て横断して
ください。

市内には次の9カ所にあります。

●西魚町…りぶら北西側
●教育大附属小東
●康生北…康生交番周辺
●竜美丘小北西
●大樹寺1丁目…国道248号
●柱町土取…JR岡崎駅西口南側
●柱町下弁当…ドミー岡崎駅東店南側
●三島小入口…学区こどもの家北側
●赤渋町上郷中…六ツ美西部小北側
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時  ：日 時
所  ：場 所

内  ：主な内容
講  ：講 師

対  ：対 象
定：定 員

￥：費 用
持：持ち物

申：申込方法

参加者全員の①郵便番号　②住所　③氏名（ふりがな）　④年齢　⑤性別　⑥電話番号
学生は⑦学校名　⑧学年も記入

●申込共通項目

●マーク説明

よ
り
な
ん
ク
リ
ス
マ
ス
会

南
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

☎
59
◆

3
6
0
0

時 

12
月
15
日
㈰　

10
時
30
分
〜
13
時 

内 

親
子
あ

そ
び
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
お
菓
子
・
炊
き
込
み
ご

飯
の
販
売
ほ
か 

申 

当
日
会
場
へ
。

岡
崎
げ
ん
き
館　

第
4
期
（
1
〜
3
月
）

教
室
受
講
生
2
次
募
集

岡
崎
げ
ん
き
館　

☎
21
◆

7
7
3
3

内 

プ
ー
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
テ
ニ
ス 

申 

12
月
17
日

㈫
9
時
か
ら
岡
崎
げ
ん
き
館
1
階
大
型
モ
ニ
タ
ー
前

で
直
接
（
先
着
）。
詳
し
く
は
岡
崎
げ
ん
き
館
に
あ

る
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

糖
尿
病
を
学
ぶ
集
い　

糖
尿
病
の
食
事
療
法

〜
年
末
年
始
も
こ
れ
な
ら
安
心
〜

市
民
病
院
外
来
糖
尿
病
療
養
指
導
室

☎
66
◆

7
4
0
1
（
平
日
9
時
〜
12
時
）

時 

12
月
20
日
㈮　

14
時
〜
15
時 

所 

市
民
病
院
西

棟
2
階
談
話
室 

申 

当
日
会
場
へ
。

健
康
づ
く
り
講
座

転
倒
予
防
と
生
活
活
動
力
の
向
上

保
健
総
務
課　

☎
23
◆

6
8
0
7

時 

1
月
14
日
㈫
・
21
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30

分
（
2
回
コ
ー
ス
） 

所 

岡
崎
げ
ん
き
館 

講 

健
康

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー 

対 

医
師
に
よ
る
運
動
制
限
の
な

い
か
た 

定 

30
人
（
抽
選
） 

￥ 

6
0
0
円
（
2
回

分
） 

持 

タ
オ
ル
・
敷
物
・
飲
み
物 

申 

12
月
26
日

㈭
ま
で
に
、
ペ
ー
ジ
上
部
の
申
込
共
通
項
目
を
電
話

（
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
岡
崎
支
部　

盛
田
☎
53
◆

3
4
0
5
）、
フ
ァ
ク
ス
（
岡
崎
げ
ん
き
館
市
民
会

議
事
務
局
FAX 

23
◆

5
0
7
3
）
で
。

初
心
者
向
け
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
講
座

岡
崎
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー　

☎ 

84
◆

5
1
1
1

時 

1
月
10
日
〜
6
月
27
日
の
金
曜
日　

13
時
10
分

〜
15
時
30
分 

（
24
回
コ
ー
ス
） 

所 

産
業
人
材
支
援

セ
ン
タ
ー
（
羽
根
町
） 

内 

▼W
ind

ow
s8

コ
ー
ス

（
パ
ソ
コ
ン
持
参
）
▼W

ind
ow

s7

コ
ー
ス
（
持
参

ま
た
は
貸
し
出
し
） 

￥ 

月
8
千
5
0
0
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
） 

申 

直
接
ま
た
は
電
話
で
。

冬
野
菜
の
漬
物
教
室

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
46
◆

4
4
9
0

時 

1
月
16
日
㈭　

10
時
〜
12
時 

定 

30
人
（
抽
選
） 

申 

往
復
は
が
き
（
1
人
1
枚
）
に
ペ
ー
ジ
上
部
の

申
込
共
通
項
目
を
記
入
し
、
〒
444
…
2
1
1
2

東

阿
知
和
町
字
乙
カ
1
1
6
番
地　

農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
「
冬
野
菜
の
漬
物
教
室
」
係
へ
。
12
月
24
日
㈫

必
着

東
公
園
動
物
園
の
動
物
を
撮
影
し
た

写
真
を
募
集動物

総
合
セ
ン
タ
ー　

☎
27
◆

0
4
4
4

時 

掲
示
期
間
＝
1
月
21
日
㈫
〜
2
月
2
日
㈰ 

内 

サ
イ
ズ
は
Ａ
3
程
度
ま
で
。
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
。
使
用
権
は
市
に
帰
属
し
、
啓
発
な
ど
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

申 

写
真
の
裏
に
写
真
タ
イ
ト

ル
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
444
…
0
0
1
1

欠
町
字
大
山
田
1
番
地

動
物
総
合
セ
ン
タ
ー
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
。
1

月
10
日
㈮
必
着

図書館交流プラザ
〒444…0059　康生通西4丁目71番地
☎23 ◆ 3100（水曜日休館）

冬のコンサート「クリスマスソングを楽しもう！」

■ 日時／12月21日㈯
■ 場所／お堀通り
■ 内容／▶9時30分＝童謡すみれの会▶10時30分＝
PTAコーラス連盟合唱団▶11時30分＝市民ゴスペル
グループ「ワンボイス」▶14時＝岡崎城西高等学校
コーラス部

市民活動センター　☎23 ◆ 3114

シネマ・ド・りぶら
「それでも生きる子供たちへ」上映会

■ 日時／12月19日㈭　①10時30分②14時
■ 場所／りぶらホール　■ 定員／各280人（当日先着）

市民活動支援センター　☎23 ◆ 3114

市民の市民による市民のための「まなび」入門講座
後期「りぶら講座」

■ 日時／12月～3月
■ 内容／詳しくは、りぶらにある講座一覧表で。
■申込／直接または電話で。

市民活動センター　☎23 ◆ 3114

図書館交流プラザ自主事業
Soundfall the Live 2013

■ 日時／12月14日㈯　14時～18時
■ 場所／りぶらホール
■内容／アマチュアミュージシャンたちによるライブ
■ チケット／300円（全席自由）。図書館交流プラザ２階
総合案内で発売中

図書館交流プラザ　☎23 ◆ 3100
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市
政
だ
よ
り
で
は
要
点

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
、

各
担
当
課
・
各
施
設
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

子ども、高齢者向けの情報は P12、P13をご覧ください。

交
通
安
全

第
65
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会
出
場
者
募
集

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
23
◆

6
3
6
3

時 

1
月
19
日
㈰　

10
時
（
高
校
・
一
般
女
子
の
部

は
10
時
30
分
）ス
タ
ー
ト 

￥ 

中
学
校
の
部
5
千
円
、

高
校
・
一
般
女
子
の
部
7
千
円
、
一
般
男
子
Ⅰ
・

Ⅱ
の
部
1
万
円 

申 

市
民
ス

ポ
ー
ツ
課
（
東
庁
舎
2
階
）、

岡
崎
中
央
総
合
公
園
、
市
体

育
館
に
あ
る
申
込
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

可
）で
。
1
月
6
日
㈪
必
着
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
電
子
申

請
総
合
窓
口
）
か
ら
申
込
可

O
K
a

－

B
i
z
実
践
セ
ミ
ナ
ー
「
今
更
聞
け
な
い
集
客

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
運
用
に
つ
い
て
」

商
工
労
政
課　

☎
23
◆

6
4
0
7

時 

12
月
7
日
㈯　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分 

所 

図

書
館
交
流
プ
ラ
ザ 

講 

㈱
ア
イ
プ
レ
ス
代
表
取
締
役

野
田
亜
友
弓
氏 

対 

個
人
事
業
主
、
中
小
企
業
経
営

者
な
ど 

申 

商
工
労
政
課
（
西
庁
舎
地
下
1
階
）
に

あ
る
チ
ラ
シ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）
で
。

菅
生
川
散
策
野
鳥
講
座

自
然
共
生
課　

☎
23
◆

6
1
8
8

時 

12
月
14
日
㈯　

9
時
（
福
祉
会
館
3
階
3
0
1

会
議
室
集
合
）
〜
12
時
（
雨
天
中
止
） 

講 

岡
崎
野

鳥
の
会 

持 

筆
記
用
具
・
あ
れ
ば
双
眼
鏡
・
望
遠
鏡 

申 

当
日
集
合
場
所
へ
。

環
境
講
演
会

守
り
た
い　

残
し
た
い　

岡
崎
の
自
然

環
境
総
務
課　

☎
23
◆

6
6
8
5　

時 
12
月
14
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時
45
分 

所 

勤

労
文
化
セ
ン
タ
ー
（
美
合
町
） 

講 

タ
レ
ン
ト　

鉄

崎
幹
人
氏 
定 
当
日
先
着
1
0
0
人

※
主
催
＝
岡
崎
市
環
境
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

市
民
会
館　

第
5
回
落
研
寄
席

市
民
会
館　

☎
21
◆

9
1
2
1

時 

1
月
11
日
㈯　

13
時
30
分 

所 
リ
ハ
ー
サ
ル
室

1
号
室 

内 

出
演
／
男
川
小
学
校
落
語
サ
ー
ク
ル
、

岐
阜
大
学
落
語
研
究
会 

申 

12
月
9
日
㈪
か
ら
市
民

会
館
、
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
、
竜
美
丘
会
館
で
整
理
券

を
配
布

催
し
・
講
座

「外国人が日本語の歌を歌うのど自慢大会」
出演者募集

■ 日時／2月2日㈰　13時～16時
■ 場所／りぶらホール
■ 対象／日本語を学んでいる外国人（市外在住可。日本
語の歌に限る）

■ 定員／20組（先着）
■申込／12月7日㈯から市民活動センターへ直接

市民活動センター　☎23 ◆ 3114

岡崎むかし館企画展
「くらしの道具－今と昔－⑧灯す」

■ 日時／12月12日㈭～3月11日㈫
■ 場所／1階岡崎むかし館
■ 内容／「灯す」をテーマに、行

あんどん

燈や石油ランプなどあ
かりに関する道具の今昔を紹介

中央図書館　☎23 ◆ 3167

ことばの教室　中国語（初心者向け）

■ 日時／1月17日・24日・31日の金曜日　14時～16時
■ 場所／りぶら国際交流センター
■ 対象／受講経験のないかた18人（先着）
■ 申込／12月15日㈰から電話で（受付時間9時～17時）。

りぶら国際交流センター　☎23 ◆ 3148

ワールドレクチャー　外国を学ぶ（バングラデシュ）

■ 日時／1月12日㈰　14時～16時
■ 場所／3階会議室303　■ 対象／55人（先着）
■ 申込／12月8日㈰から電話で（受付時間9時～17時）。

りぶら国際交流センター　☎23 ◆ 3148
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時  ：日 時
所  ：場 所

内  ：主な内容
講  ：講 師

対  ：対 象
定：定 員

￥：費 用
持：持ち物

申：申込方法

参加者全員の①郵便番号　②住所　③氏名（ふりがな）　④年齢　⑤性別　⑥電話番号
学生は⑦学校名　⑧学年も記入

●申込共通項目

●マーク説明

障
害
者
総
合
支
援
法
の
地
域
生
活
支
援
事
業

障
が
い
福
祉
課　

☎
23
◆

6
8
5
3

内 

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
地
域
生

活
支
援
事
業
を
実
施
▼
移
動
支
援
事
業
／
屋
外
で
の

移
動
が
困
難
な
か
た
に
対
し
外
出
時
の
支
援
▼
日
中

一
時
支
援
事
業
／
障
が
い
を
お
持
ち
の
か
た
の
一

時
預
か
り
（
日
帰
り
）
の
支
援 

持 

障
が
い
の
内
容

が
わ
か
る
手
帳
・
印
鑑 

申 

障
が
い
福
祉
課
（
福
祉

会
館
1
階
）
※
地
域
生
活
支
援
事
業
受
給
者
証
の
所

持
者
が
移
動
支
援
・
日
中
一
時
支
援
を
利
用
す
る
に

は
、
指
定
地
域
生
活
支
援
事
業
所
と
の
契
約
が
必
要

サービス
種　　別 指定事業者名 所在地 電話番号 対　　象

身体 知的 精神 児童 難病

移動支援

自立サポートアクティブ 両 町 ☎65 ◆ 2833 ○
Lasic（らしく） 上 和 田 町 ☎58 ◆ 8559 ○ ○ ○ ○
おたまじゃくし 上地 3丁目 ☎59 ◆ 2862 ○ ○ ○ ○
岡崎市社会福祉協議会指定訪問介護事業所 康生通南3丁目 ☎23 ◆ 2605 ○ ○ ○ ○
岡崎市社会福祉協議会額田支所指定訪問介護事業所 樫 山 町 ☎82 ◆ 2268 ○ ○ ○ ○
シルバーネット岡崎 江口 3丁目 ☎72 ◆ 4135 ○ ○ ○ ○
岡崎介護サービス 稲 熊 町 ☎65 ◆ 3577 ○
よつば指定居宅介護事業所 北 本 郷 町 ☎34 ◆ 0535 ○ ○ ○ ○
特定非営利活動法人のぞみ 上 青 野 町 ☎57 ◆ 7030 ○ ○ ○
コープあいち福祉サービス岡崎 竜美南3丁目 ☎59 ◆ 1488 ○ ○ ○ ○
コープあいち福祉サービスひな 日 名 南 町 ☎65 ◆ 7933 ○ ○ ○ ○
ヘルパーステーションひかり 東明大寺町 ☎26 ◆ 5029 ○ ○ ○ ○
ヘルパーステーション赤ずきん 庄司田1丁目 ☎57 ◆ 8207 ○ ○ ○ ○
ニチイケアセンター岡崎 竜美北2丁目 ☎72 ◆ 4811 ○ ○ ○ ○
ニチイケアセンター上里 上里 2丁目 ☎65 ◆ 3211 ○ ○ ○ ○
ニチイケアセンター緑丘東 緑丘 3丁目 ☎72 ◆ 6357 ○ ○ ○ ○
ニチイケアセンター橋目 橋 目 町 ☎33 ◆ 3023 ○ ○ ○ ○
高齢者生協ヘルプサービスかけはし 大門 2丁目 ☎87 ◆ 4748 ○ ○ ○ ○
けいろう葵 中 村 町 ☎43 ◆ 4416 ○ ○ ○ ○
げんき 籠 田 町 ☎24 ◆ 8678 ○ ○ ○ ○
ライフステージ奏 欠 町 ☎83 ◆ 8074 ○ ○ ○ ○
ライフサポート訪問介護ステーション 牧 御 堂 町 ☎72 ◆ 8571 ○ ○ ○ ○
アースサポート岡崎 明 大 寺 町 ☎54 ◆ 4700 ○ ○ ○ ○

日中一時
支　　援

藤花荘 藤 川 町 ☎48 ◆ 2204 ○ ○
第二藤花荘 藤 川 町 ☎48 ◆ 1008 ○
愛厚藤川の里 藤 川 町 ☎48 ◆ 6130 ○ ○
米山寮盲児部 洞 町 ☎23 ◆ 7167 ○
愛知県立心身障害児療育センター第二青い鳥学園 本 宿 町 ☎48 ◆ 2831 ○ ○
額田の村 中 金 町 ☎83 ◆ 2547 ○ ○
日中一時支援事業所よつば 元 能 見 町 ☎34 ◆ 0535 ○ ○
日中一時支援事業所あげはちょう 福 岡 町 ☎47 ◆ 8998 ○ ○ ○
日中一時　流・粒（東部） 藤 川 町 ☎48 ◆ 8373 ○ ○
かもみぃる 宇 頭 町 ☎31 ◆ 9680 ○
日中一時支援　あいあい 舞 木 町 ☎48 ◆ 2749 ○ ○ ○
Lasic（らしく） 上 和 田 町 ☎58 ◆ 8559 ○ ○ ○ ○
日中一時支援　のぞみ 上 青 野 町 ☎57 ◆ 7030 ○ ○ ○
みのりの家 欠 町 ☎26 ◆ 3399 ○ ○
ここあ 小 針 町 ☎32 ◆ 1939 ○ ○ ○
日中一時支援事業所　岡崎バンビーノ 大西 2丁目 ☎74 ◆ 0999 ○ ○ ○
日中一時支援事業所　バンビーノ大樹寺 大樹寺3丁目 ☎64 ◆ 0841 ○ ○ ○
OHANA（オハナ） 鴨 田 町 ☎28 ◆ 7575 ○ ○ ○ ○
日中一時　流・粒（美合） 美 合 町 ☎55 ◆ 8826 ○ ○

※市外の指定事業者もありますので、詳しくは障がい福祉課に問い合わせください。

三河武士のやかた家康館

12月6日㈮～3月5日㈬
9時～17時（入館は16時30分まで）
※12月29日㈰～31日㈫は休館

入場料

みかわのかたな
― 薬 王 寺 派 ―

三河武士のやかた家康館　☎24 ◆ 2204

□ 場　所
１階特別展示室

□ 内　容
本市コレクション
の薬王寺派の刀
を中心に、三河
に特に関わりが
あるものを展示

大人 350円　小人 200円

女性相談 文化活動推進課
水曜日休館（祝日除く）

お詫び  11月15日号掲載の「夫・恋人からの暴力
ホットライン」の相談専用ダイヤルの電話番号に誤
りがありました。謹んでお詫び申し上げます。

文化活動推進課　☎23 ◆ 6222

毎週木曜日…10:00～16:00

電話相談 ☎23 ◆ 3113

女性をとりまくさまざまな法律的問題について、弁護士が解決の
糸口を見つけ出すサポートをします。

毎月第2・第4火曜日と土曜日…14:00～16:00

法律相談〈要予約〉 ☎23 ◆ 3241

人間関係・夫婦問題・子育て・自分の生き方・DV・セクハラなど
に関する悩みを女性相談員が応じます。気軽にご相談ください。
 毎週金曜日…10:00～15:20 ※他の曜日は要相談

面接相談〈要予約〉 ☎23 ◆ 3241
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お
知
ら
せ

要
介
護
認
定
調
査
員
（
臨
時
職
員
）
募
集

介
護
サ
ー
ビ
ス
室　

☎
23
◆

6
6
8
3

内 

介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
認
定
調
査 

対 

保

健
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員
有

資
格
者
（
自
動
車
運
転
免
許
が
必
要
）。
お
お
む
ね

55
歳
ま
で 

申 

12
月
27
日
㈮
ま
で
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

室
へ
。

市
民
病
院　

嘱
託
・
臨
時
職
員
募
集

市
民
病
院
総
務
課　

☎
66
◆

7
0
1
2　

内 

①
調
剤
業
務
補
助
員
（
臨
時
）
②
臨
床
検
査
技

師
（
嘱
託
）
③
診
療
情
報
管
理
士
（
嘱
託
）
④
看
護

助
手
（
嘱
託
）
⑤
病
棟
業
務
補
助
員
（
嘱
託
） 

対 

昭
和
28
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
②

③
は
有
資
格
者
、
④
は
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
1
級
・
2
級
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
か

た
、
若
し
く
は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
受
講
済
み

ま
た
は
修
了
見
込
み
の
か
た 

定 

若
干
名 

申 

詳
し

く
は
市
民
病
院
総
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理
講
習

消
防
本
部
予
防
課　

☎
21
◆

9
8
5
9

時 

▼
甲
種
＝
1
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰　

9
時
〜
15

時
30
分
（
2
日
間
）
▼
乙
種
＝
1
月
25
日
㈯
9
時

〜
15
時
50
分 

所 

福
祉
会
館
6
階
ホ
ー
ル 

内 

防
火

管
理
者
と
し
て
必
要
な
知
識
を
取
得
し
資
格
を
得
る 

定 

計
1
8
0
人
（
先
着
） 

￥ 

4
千
7
0
0
円 

申 

申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
）
を
12
月
9

日
㈪
〜
20
日
㈮
に
予
防
課
ま
た
は
消
防
署
へ
持
参
。

12
月
9
日
㈪
〜
13
日
㈮
に
あ
い
ち
電
子
申
請
総
合
窓

口
で
予
約
申
込
可

危
険
物
取
扱
者
第
3
回
保
安
講
習

消
防
本
部
予
防
課　

☎
21
◆

9
8
6
3

時 

1
月
30
日
㈭
〜
2
月
6
日
㈭
の
指
定
日 

所 

ウ

ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
） 

対 

危
険
物
取
扱
者
免

状
を
所
持
し
、
実
際
に
危
険
物
施
設
で
危
険
物
取
り

扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
か
た
（
原
則
3
年
ご
と

に
受
講
義
務
あ
り
） 

￥ 

4
千
7
0
0
円 

申 

1
月

10
日
㈮
ま
で
に
、
消
防
本
部
予
防
課
、
消
防
署
各
署

所
、
西
三
河
県
民
事
務
所
で
配
布
す
る
申
請
書
で
。

平
成
26
年
版

岡
崎
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売

観
光
課　

☎
23
◆

6
6
2
7

時 

12
月
1
日
㈰
〜 

所 
観
光
み
や
げ
店
（
岡
崎
公

園
内
）、
観
光
課
（
西
庁
舎

地
下
1
階
） 

内 

Ａ
2
判
。

歴
史
遺
産
を
テ
ー
マ
に
観
光

名
所
な
ど
を
カ
ラ
ー
写
真
で

紹
介
。
7
枚
構
成
（
表
紙
を

含
む
） 

￥ 

千
円

仕
事
・
資
格

暮
ら
し
・
ま
ち
づ
く
り

場　　所●藤川町字東沖田44番地1
利用時間●9時～18時
※コンビニエンスストアは24時間営業

道の駅「藤川宿」  １周年イベント 道の駅「藤川宿」　☎66 ◆ 6031

自衛隊岡崎出張所（朝日町）　☎21 ◆ 7303

自衛隊「高等工科学校生徒」進路説明会
12月5日㈭　16時～18時

申し込みは電話で。

11時～

15時～

9時～

　

14時～

10時30分～
　

岡崎城西高等学校
和太鼓部「彩輝」演奏
オカザえもん来場

大抽選会
みかんの詰め放題（有料）
※無くなり次第終了

グレート家康公
「葵」武将隊来場

芋煮の振る舞い
（先着各300人）

7日㈯

7日㈯・8日㈰

8日㈰

8日㈰・9日㈪

旬の新鮮野菜・果物大奉仕

道の駅1周年記念きっぷ発行（限定300枚）

12月7日㈯～9日㈪　9時～16時

冬メニューやむらさき麦鬼まんじゅうを特別価格で提供
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時  ：日 時
所  ：場 所

内  ：主な内容
講  ：講 師

対  ：対 象
定：定 員

￥：費 用
持：持ち物

申：申込方法

参加者全員の①郵便番号　②住所　③氏名（ふりがな）　④年齢　⑤性別　⑥電話番号
学生は⑦学校名　⑧学年も記入

●申込共通項目

●マーク説明

岡
崎
市
管
工
事
業
協
同
組
合
（
☎
51
◆

5
5
1
7
）

へ
。

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

生
活
福
祉
課　

☎
23
◆

6
8
6
4

内 

12
月
1
日
付
け
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
は
、
行
政
と
市
民
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
身
近
な
福
祉
の
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
分
か
ら
な
い
時
は
、
生
活
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ハ
ト
に
エ
サ
を
あ
げ
な
い
で
！

自
然
共
生
課　

☎
23
◆

6
1
8
8

内 

人
が
ハ
ト
に
エ
サ
を
与
え
る
と
、
ハ
ト
は
過
剰

な
繁
殖
を
繰
り
返
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

住
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
ハ
ト
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
環
境
の
被
害
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
を
害
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
野
生
の
生
き
物
に
は
、
エ
サ
を

与
え
ず
静
か
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

岡
崎
税
務
署　

☎
58
◆

6
5
1
1

内 

平
成
26
年
1
月
か
ら
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て

の
か
た
に
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
制
度
は
所
得
税
の
申
告
が
必

要
な
い
か
た
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
岡
崎
税
務

署
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

上
で
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た
④
身
体
障
が
い

者
手
帳
1
・
2
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障

が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
い
ず
れ
か
の
所
持

者 

持 

印
鑑
・
②
④
に
該
当
す
る
か
た
は
証
明
で
き

る
も
の 

申 

①
〜
③
＝
長
寿
課
（
福
祉
会
館
1
階
）、

④
＝
障
が
い
福
祉
課
（
福
祉
会
館
1
階
）
へ
。

寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

水
道
局
工
務
課　

☎
52
◆

1
5
1
0

内 

水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下
に
な
る

と
、凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
の
水
道
管
を
、
古
毛
布
・
布
切
れ
な
ど
で
包
み
、

そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
を
巻
い
て
保
温
材
が
ぬ
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
水
道
管
が
凍
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
で

時
間
を
か
け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
宅
地
内
の
修

繕
工
事
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
ま
た
は

安全安心課　☎23 ◆ 6525

岡崎警察署　☎58 ◆ 0110

　日暮れが早くなり、暗くなり始めた時間帯は、ひったく
りや車上ねらいなどの街頭犯罪、子どもや女性への声か
け、つきまといなどの増加が心配されます。「自分は大丈
夫」と考えず、「自分の身は自分で守る」という気持ちで、
身近な対策を忘れないようにしましょう。また、住宅侵入
盗は、愛知県が6年連続で全国ワースト1位です。それぞ
れの家庭で防犯対策を強化するとともに、地域の防犯力を
高めて、泥棒を寄せ付けない環境づくりを進めましょう。

●住宅を対象とした侵入盗の防止〈年間取組事項〉
●ひったくり等街頭で発生する犯罪の防止

●子どもと女性が被害者となりやすい犯罪の防止
●振り込め詐欺の被害防止

犯罪にあわない　犯罪を起こさない　犯罪を見逃さないスローガン

運 動 の 重 点

12月1日～20日は
年末の安全な
まちづくり市民運動！

場　　所 曜　日 時　　間
イオンモール岡崎
（戸崎町）

1 日㈰
27日㈮

10：00～11：30
13：00～16：00

岡崎献血ルーム
(東岡崎駅南館5階）
☎52 ◆ 1800

金曜日以外

10：00～13：00
14：00～17：45
＊成分献血＊

10：00～12：00
14：00～17：00

●月の
献血

400ml・成分献血への
ご協力をお願いします12

岡崎地区献血推進協議会事務局　福祉総務課
☎23 ◆ 6145

献血にご協力ください

休日／毎週金曜日・年末年始
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お
知
ら
せ

総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

配
食
（
見
守
り
）
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集

長
寿
課　

☎
23
◆

6
1
4
7

対 

調
理
と
配
達
、
安
否
確
認
を
年
中
無
休
で
行
え

る
事
業
者
。
そ
の
他
要
件
あ
り 

申 

12
月
16
日
㈪
〜

27
日
㈮
に
長
寿
課
（
福
祉
会
館
1
階
）
に
あ
る
申
込

書
で
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
募
集

介
護
サ
ー
ビ
ス
室　

☎
23
◆

6
6
4
6　

内 

平
成
26
年
5
月
上
地
町
に
開
所
予
定
の
小
規
模

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
な
の
は
な
苑
う
え
じ
」（
社

会
福
祉
法
人
明
翠
会
） 

対 

市
内
在
住
で
次
の
全
て

に
該
当
の
か
た
▼
常
時
介
護
が
必
要
▼
居
宅
で
の
介

護
が
困
難
▼
介
護
保
険
法
に
定
め
る
要
介
護
1
〜
5

に
認
定
▼
所
定
の
利
用
料
の
支
払
い
が
可
能 

定 

29

人
（
選
考
） 

申 

1
月
6
日
㈪
〜
31
日
㈮
の
9
時
〜

17
時
に
開
設
準
備
室
（
福
岡
町
・
な
の
は
な
苑
内
。

☎
57
◆

8
1
5
0
）
で
手
続
き
。

家
具
転
倒
防
止
金
具
を
取
り
付
け
ま
す

長
寿
課　

☎
23
◆

6
1
4
7

障
が
い
福
祉
課　

☎
23
◆

6
1
1
3

内 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
登
録
会
員
が
自
宅

を
訪
問
し
、
調
査
と
取
り
付
け
を
実
施
（
一
世
帯
に

つ
き
1
回
限
り
5
家
具
ま
で
※
5
家
具
の
内
、
冷
蔵

庫
を
含
め
る
の
も
可
） 

対 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
か
た
①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
②
介

護
保
険
に
よ
る
要
介
護
度
3
以
上
の
か
た
③
65
歳
以

岡
崎
墓
園
墓
地
利
用
者
募
集

岡
崎
墓
園
管
理
事
務
所　

☎
46
◆

3
2
6
0

時 

▼
受
付
／
12
月
9
日
㈪
〜
25
日
㈬（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
除
く
）
▼
抽
選
／
1
月
26
日
㈰　

10
時 

内 

2

型
墓
地
＝
16
万
円
（
1
5
5
区
画
）、
4
型
墓
地
＝

32
万
円（
15
区
画
）、6
型
墓
地
＝
48
万
円（
7
区
画
）、

8
型
墓
地
＝
64
万
円
（
3
区
画
）
※
１
世
帯
１
区
画

の
み 
対 
市
内
に
1
年
以
上
住
民
登
録
し
、
焼
骨
を

持
ち
、
3
年
以
内
に
墳
墓
を
設
置
さ
れ
る
か
た 

持 

申
込
者
本
人
の
住
民
票
（
本
籍
な
ど
全
て
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
）・
焼
骨
保
有
を
証
明
で
き
る
も
の
（
火

葬
許
可
証
、
埋
蔵
証
明
書
な
ど
）・
印
鑑 

申 

岡
崎

墓
園
管
理
事
務
所
（
才
栗
町
）
へ
。

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

契
約
課　

☎
23
◆

6
2
0
3

時 

1
月
6
日
㈪
〜
2
月
17
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
） 

対 

平
成
26
・
27
年
度
中
に
市
が
発

注
す
る
工
事
な
ど
の
競
争
入
札
へ
の
参
加
希
望
者

（
現
在
登
録
中
の
か
た
を
含
む
） 

申 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム
）
で
確
認
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
工
事
、
設
計
業
務
は
審
査
班

（
☎
23
◆

6
2
0
3
）、物
品
購
入
は
物
品
調
達
班（
☎

23
◆

6
0
6
6
）、
業
務
委
託
は
入
札
班
（
☎
23
◆

6
4
6
0
）
へ
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

観
光
課　

☎
23
◆

6
2
1
1

内 

能
見
通
一
丁
目
町
内
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
推
進
の
た
め
、
太
鼓
、
笛
、
発
電
機
な
ど
の
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
財
団
法
人
自
治

展示説明会
■日　時／12月14日㈯　14時
■講　師／当館学芸員
■申　込／当日会場へ。

クリスマスコンサート「祈りの響き」
■日　時／12月21日㈯　14時
■演奏者／伊東かおり氏（バイオリン）
　　　　　小畑友美氏（フルート）
　　　　　高田知子氏（ハープ） 
■定　員／70人（先着）
■申　込／当日13時から整理券配布

期
間
中
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
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時  ：日 時
所  ：場 所

内  ：主な内容
講  ：講 師

対  ：対 象
定：定 員

￥：費 用
持：持ち物

申：申込方法

参加者全員の①郵便番号　②住所　③氏名（ふりがな）　④年齢　⑤性別　⑥電話番号
学生は⑦学校名　⑧学年も記入

●申込共通項目

●マーク説明

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

夫
が
退
職
し
た
場
合
や
妻
自
身
の
年
収
が
増
え
た
と

き
な
ど
は
、
加
入
手
続
き
（
第
1
号
被
保
険
者
）
を

し
て
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
。
こ
の
手
続
き

が
2
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
た
は
、
2
年
以

上
前
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
保
険
料
の
「
未
納
期
間
」
が
発
生
し
ま
す
。
今

回
、
専
業
主
婦
（
夫
）
の
年
金
が
改
正
さ
れ
、
こ
の

よ
う
な
か
た
は
手
続
き
を
す
る
と
、「
未
納
期
間
」

を
「
受
給
資
格
期
間
」
に
算
入
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
岡
崎
年
金
事
務
所
（
☎

23
◆

2
5
1
5
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

デ
ン
パ
ー
ク

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ク
リ
ス
マ
ス
（
安
城
市
）

デ
ン
パ
ー
ク
（
火
曜
日
休
園
）

☎
0
5
6
6
◆

92
◆

7
1
1
1

時 

12
月
1
日
㈰
〜
25
日
㈬　

9
時
30
分
〜
21
時
※

24
日
㈫
は
開
園
。
2
日
㈪
・
4
日
㈬
・
5
日
㈭
・
9

日
㈪
・
11
日
㈬
・
12
日
㈭
は

19
時
閉
園 

内 

イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
。
週

末
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル

シ
ェ
や
花
火
シ
ョ
ー
を
開

催 

￥ 

6
0
0
円
（
小
中
学

生
3
0
0
円
、
65
歳
以
上

4
8
0
円
）

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
の
特
例

資
産
税
課　

☎
23
◆

6
1
0
0

内 

住
宅
用
地
と
な
っ
て
い
る
土
地
は
、
課
税
標
準
の

特
例
措
置
に
よ
り
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
軽

減
さ
れ
て
い
ま
す
。
賦
課
期
日
（
1
月
1
日
）
時
点
で

建
て
替
え
中
の
土
地
に
は
、
原
則
こ
の
特
例
の
適
用

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
申
告

に
よ
り
こ
の
特
例
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

専
業
主
婦
（
夫
）
の
年
金

こ
の
よ
う
な
か
た
は
お
手
続
き
を

国
保
年
金
課　

☎
23
◆

6
1
7
1

内 

原
則
と
し
て
20
歳
〜
60
歳
の
全
て
の
人
が
「
年

金
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
夫
（
第
2
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
妻
（
専
業
主
婦
／
第
3
号
被
保
険
者
）
は
、

10月1日号の答

応募方法ーはがき（1人1枚）に①答え②郵便番号・
住所・氏名・年齢・職業③市政だよりの感想などを
記入し、〒444…8601　市役所広報課へ。クイズ
正解者の中から10人のかたに500円分の図書カード
を贈呈します。 12月31日㈫必着

自動車国産化の先駆者　橋本○○○
○○○に入る言葉はなんでしょう？

西

クイズ? 図書カードが当たる！

秘
書
課　

☎
23
◆

6
0
1
1

秋
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
皆
さ
ん

叙
勲
・
褒
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
お
名
前
と
ご
功
績

旭
日
小
綬
章

近
藤　

隆
志
さ
ん
（
栄
町
）

地
方
自
治
功
労

旭
日
単
光
章

上
原　

　

久
さ
ん
（
舳
越
町
）

援
護
功
労

瑞
宝
小
綬
章

大
竹　

之
則
さ
ん
（
真
福
寺
町
）

裁
判
所
事
務
功
労

瑞
宝
小
綬
章

菊
川　

浩
治
さ
ん
（
竜
美
台
2
丁
目
）
教
育
研
究
功
労

瑞
宝
小
綬
章

矢
澤　

幹
夫
さ
ん
（
稲
熊
町
）

裁
判
官
功
労

瑞
宝
双
光
章

加
藤　

　

晃
さ
ん
（
大
平
町
）

教
育
功
労

瑞
宝
双
光
章

桐
渕　

惟
義
さ
ん
（
竜
美
中
1
丁
目
）
学
校
保
健
功
労

瑞
宝
双
光
章

鷲
見　

廣
輔
さ
ん
（
明
大
寺
町
）

警
察
協
力
功
労

瑞
宝
単
光
章

稲
垣　

良
美
さ
ん
（
井
田
町
）

消
防
功
労

瑞
宝
単
光
章

宇
津
野
保
夫
さ
ん
（
松
橋
町
）

郵
政
業
務
功
労

瑞
宝
単
光
章

鈴
木
裕
見
子
さ
ん
（
竜
泉
寺
町
）

社
会
福
祉
功
労

黄
綬
褒
章

星
野　

　

努
さ
ん
（
毛
呂
町
）

業
務
精
励

（
林
業
）

黄
綬
褒
章

星
野　

弘
之
さ
ん
（
曙
町
）

業
務
精
励

（
建
築
大
工
・
卓
越
技
能
）

藍
綬
褒
章

浦
西　

德
一
さ
ん
（
細
川
町
）

産
業
振
興
功
績

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
お
名
前
と
ご
功
績

瑞
宝
双
光
章

浅
井　

恒
彦
さ
ん
（
美
合
西
町
）

警
察
功
労

瑞
宝
双
光
章

齋
藤　

武
光
さ
ん
（
土
井
町
）

警
察
功
労

瑞
宝
双
光
章

夏
目　

照
夫
さ
ん
（
若
松
東
2
丁
目
）
警
察
功
労

瑞
宝
双
光
章

成
瀬　

道
雄
さ
ん
（
六
名
南
1
丁
目
）
警
察
功
労

瑞
宝
双
光
章

新
家　

和
義
さ
ん
（
中
島
町
）

消
防
功
労

瑞
宝
双
光
章

藤
田　

忠
司
さ
ん
（
羽
根
町
）

警
察
功
労

瑞
宝
単
光
章

市
川
靖
一
郎
さ
ん
（
若
松
町
）

警
察
功
労

瑞
宝
単
光
章

今
泉　

　

修
さ
ん
（
鳥
川
町
）

矯
正
業
務
功
労

瑞
宝
単
光
章

大
村　

春
彦
さ
ん
（
竜
美
東
1
丁
目
）
警
察
功
労

瑞
宝
単
光
章

木
村　
　

明
さ
ん
（
福
岡
町
）

矯
正
業
務
功
労

瑞
宝
単
光
章

鈴
木　

隆
詔
さ
ん
（
竜
泉
寺
町
）

警
察
功
労

瑞
宝
単
光
章

手
島　

俊
秀
さ
ん
（
牧
平
町
）

警
察
功
労

瑞
宝
単
光
章

二
木　

英
昭
さ
ん
（
緑
丘
3
丁
目
）

警
察
功
労

瑞
宝
単
光
章

松
山
俊
一
郎
さ
ん
（
宮
地
町
）

警
察
功
労

と
な
り
の
ト
コ
ロ
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お
知
ら
せ

る
母
子
・
寡
婦
家
庭 

申 

要
事
前
相
談
※
9
時
30
分

〜
17
時
15
分
（
閉
庁
日
除
く
）

平
成
26
年
1
月
か
ら

県
税
の
還
付
業
務
体
制
が
変
わ
り
ま
す

県
総
務
部
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現
在
各
県
税
事
務
所
で
行
っ
て
い
る
県
税
の
還

付
業
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を
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平
成
26
年
1
月
か
ら
名
古
屋
東
部
県
税

事
務
所
に
集
約
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
県
税
還
付

金
の
還
付
請
求
権
譲
渡
書
類
の
提
出
先
は
名
古
屋
東

部
県
税
事
務
所
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
25
年
12

月
ま
で
に
管
轄
の
県
税
事
務
所
か
ら
発
行
す
る
送
金

支
払
通
知
書
の
再
発
行
に
つ
い
て
は
、
管
轄
の
県
税

事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
か
た
へ

一
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負
担
金
の
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免
及
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猶
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ま
す

国
保
年
金
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内 

病
院
や
調
剤
薬
局
な
ど
の
窓
口
で
は
医
療
費
の

一
部
負
担
金（
3
割
ま
た
は
1
割
）を
支
払
い
ま
す
が
、

災
害
な
ど
で
支
払
い
が
困
難
な
場
合
に
一
部
負
担
金

の
減
免
ま
た
は
徴
収
猶
予
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
国
保
年
金
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度

償
却
資
産
（
固
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資
産
税
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の
申
告

資
産
税
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事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
構
築
物
・
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
は
、
償
却
資
産
と
し
て
申
告

が
必
要
で
す
（
申
告
書
は
12
月
2
日
㈪
に
郵
送
）。

償
却
資
産
の
所
有
者
は
1
月
31
日
㈮
ま
で
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
が
届
か
な
い
か
た
は
問
い
合

わ
せ
を
。
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緊
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改
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伴
い
、
稲
熊
町
地
内
一
般
県
道
東
大
見

岡
崎
線
の
終
日
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
。
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三
河
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市
計
画
下
水
道
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縦
覧

下
水
工
事
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〜
24
日
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時
30
分
〜
17
時
15

分
（
閉
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除
く
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所 

下
水
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事
課
（
西
庁
舎

5
階
） 

内 

変
更
案
に
意
見
の
あ
る
か
た
は
期
間
中

に
市
へ
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

母
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・
寡
婦
家
庭
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・
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金
の
貸
し
付
け
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庭
児
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対 

平
成
26
年
4
月
に
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
す

る
（
修
学
資
金
は
在
学
中
も
随
時
可
）
子
ど
も
の
い

小
呂
川

梅園小学校

ドミー

岡崎学園
高等学校

岡崎学園
中学校

愛教大
付属小東

稲熊橋南

稲前橋北

石神橋北

稲熊橋北 稲熊一丁目

終日
通行止め

迂回路

伊賀川

詳
し
く
は
、
12
月
1
日
㈰
か
ら
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
付
す
る
手

引
き
で
。

平
成
26
年
度

市
民
セ
ン
タ
ー
自
主
講
座
開
設
団
体
を

募
集

申
込
受
付
／
1
月
4
日
㈯
〜
31
日
㈮

文
化
活
動
推
進
課　

☎
23
◆

3
1
1
0

ごみ対策課　☎22 ◆ 1153　中央クリーンセンター　☎27 ◆ 7153

毎月第4日曜日（12月は第3日曜日）は

リサイクルの日
毎月行っています！

今月は15日㈰

リサイクルプラザ（高隆寺町）
●再生家具・自転車を抽選で販売
▶抽選申込／当日9時～14時に会場で。

●廃ガラスを利用したガラス工芸体験
▶申込／ 当日9時～12時、13時～14時30分に受け付け

（小学生以下は保護者同伴）

中央クリーンセンター（板田町）
●粗大ごみの受け付け　▶時間／当日9時～12時、13時～16時

▲サンドブラスト体験
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救急医療機関 岡崎市民病院は高度で専門的治療を行う医療機関
です。入院や手術の必要ないかた、他院からの
紹介状をお持ちでないかたは、まずは下の救急
医療機関を受診してください。

毎
日
の
相
談

内　　　　　　容 相　　談　　先 受付時間

いますぐ受診できる医療機関を探す 愛知県救急医療情報センター ☎21-1133 24時間対応

子どもの急な病気・けがへの対処方法を聞く 愛知県小児救急電話相談 ☎＃8000 19時～23時

夜間おくすり相談 岡崎薬剤師会 ☎090-1833-4554 20時～翌朝6時

▶「意識がない」「呼吸がおかしい」「自力で動けない」「話せない」などの場合は……救急車☎119へ
▶ 救急医療機関は、急な病気・けがの程度の判断と当面の処置を行う施設です。救急医療機関を安易に利用することのないよう、
日頃から「かかりつけ医」を持ち、体調が悪化した場合の対処法について相談しておきましょう。

▶ 日112/

3112/ 火

救急患者のための お　ね　が　い

受付時間 毎日＝19時30分～22時30分 場 所 岡崎市医師会公衆衛生センター1階（竜美西一丁目）
毎
日
の
救
急

小児科・内 科・外 科（医師3人体制）岡崎市医師会夜間急病診療所 ▶ ☎52-1906●

●岡 崎 歯 科 総 合 セ ン タ ー ▶ ☎21-8000

日
曜
・
祝
日
の
当
直
医
療
機
関
・
薬
局

●受付時間＝9時～12時、14時～18時 ※急な都合により変更される場合がありますので、ご注意ください。

歯 科

受付時間 月～土曜日＝19時30分～22時30分
日曜・祝日＝9時～11時30分、13時～15時30分

場 所 岡崎歯科総合センター1階（中町）

12月 12月1日㈰ 12月8日㈰ 12月15日㈰ 12月22日㈰ 12月23日㈷ 12月29日㈰ 12月31日㈫

内 科
または
小児科

山本クリニック
（伊　賀）
☎21-3311

須田クリニック
（鴨田本）
☎23-8011

長谷川医院
（伊賀新）
☎23-1871

にしおかざきクリニック
（富　永）
☎33-7575

おの医院
（百々西）
☎28-8888

石原クリニック
（井　田）
☎22-2167

かとう内科
（伊賀新）
☎25-2120

冨田病院
（本　宿）
☎48-2431

若山内科
（連尺通）
☎23-2102

宇野病院
（中岡崎）
☎24-2211

三嶋内科病院
（六　供）
☎22-3232

ごとう内科
（　中　）
☎25-4650

杉浦内科・小児科
（　中　）
☎25-5400

ハートクリニック神田
（　洞　）
☎65-8182

内科・消化器科 ゆうクリニック
（六名南 1）
☎58-5311

上地内科クリニック
（上地 2）
☎72-5610

恒川内科クリニック
（上地 5）
☎57-8080

伊藤医院
（定　国）
☎43-2678

ともキッズクリニック糸洲小児科
（法性寺）
☎71-1700

三ヶ根クリニック
（幸　田）
☎62-2055

じんぐうじクリニック
（下和田）
☎58-7778

外 科
中西整形外科
（薮田 2）
☎22-1112

うちぼり医院
（　岡　）
☎57-8131

田井整形外科クリニック
（　滝　）
☎46-1332

天野整形外科クリニック
（三　崎）
☎55-6877

こじまファミリークリニック
（舳　越）
☎32-8852

高木外科内科医院
（　洞　）
☎66-0008

おおくぼ整形外科
（美　合）
☎55-8686

皮膚科
竜美ヶ丘スキンクリニック
（東明大寺）
☎65-8711

須田クリニック
（鴨田本）
☎23-8011

北野桝塚診療所
（北　野）
☎34-1001

細井医院
【泌尿器科も可】（福岡）
☎51-1325

こじまファミリークリニック
（舳　越）
☎32-8852

おばた皮ふ科
（大　門）
☎25-5239

亀井皮フ科ぬまたクリニック
（羽　根）
☎53-1128

耳 鼻
咽喉科

耳鼻咽喉科 jクリニック
（不　吹）
☎71-6767

あさだ耳鼻咽喉科クリニック
（舳　越）
☎32-8741

ふじ耳鼻科クリニック
（　欠　）
☎65-3336

水上眼科耳鼻咽喉科
（暮　戸）
☎33-2111

康生医院
（康生通）
☎21-1340

島田耳鼻咽喉科
（六　供）
☎21-3387

犬塚耳鼻咽喉科
（上里 1）
☎26-3314

眼 科
桐渕眼科
（唐　沢）
☎22-1291

鍋田眼科医院
（中　島）
☎43-2046

小島眼科クリニック
（十　王）
☎25-5155

水上眼科耳鼻咽喉科
（暮　戸）
☎33-2111

足立眼科
（井　田）
☎22-0219

みやした眼科
（明大寺）
☎57-8166

緑丘アイクリニック
（緑丘 2）
☎71-7711

産婦人科 愛知県救急医療情報センター（☎21-1133）へ
お問い合わせください。

薬 局

つばさ調剤薬局
（舳　越）
☎33-0258

吉文字屋大山薬局
（連尺通）
☎22-0144

アイセイ薬局　岡町店
（　岡　）
☎57-2501

さくら調剤薬局
（六　供）
☎28-5870

パナプラスむつな薬局
（向　山）
☎58-2777

和田薬局
（六名本）
☎53-3786

おかざき調剤薬局（薮田）
☎66-1193

調剤薬局アモス　伊賀店（伊賀）
☎65-2877

かりん薬局　岡崎康生店（唐沢）
☎26-0536

なのはな薬局（本宿）
☎48-8886

どれみ調剤薬局（不吹）
☎71-2017

ゆうあい薬局（北野）
☎33-6766

そらいろ薬局（欠）
☎65-5910

中岡崎調剤薬局（中岡崎）
☎28-8211

みつい調剤薬局（中岡崎）
☎24-3215

すみれ調剤薬局　上地店（上地5）
☎59-2882

お～ろら薬局（昭和）
☎33-3254

山田薬局（井田）
☎23-8617

アイセイ薬局　洞店（洞）
☎26-6618

調剤薬局アモス緑丘店（緑丘2）
☎71-7086

オリーブ薬局　岡崎店（下和田）
☎83-8496

岡崎第一薬局　大門店（大門3）
☎28-9831

イエローグリーン薬局　いだ店（井田）
☎65-7100

ひかり調剤薬局（鴨田）
☎65-0092

あい調剤薬局　六供店（六供）
☎24-0036
山崎薬局（中）
☎21-1844

アイセイ薬局　第2洞店（洞）
☎65-3836

パナプラス三ケ根薬局（幸田）
☎63-0063

お～ろら薬局
（昭　和）
☎33-3254

つばさ調剤薬局
（舳　越）
☎33-0258

しらゆり薬局
（中　町）
☎25-4671

メリー薬局
（法性寺）
☎83-7781
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■親子お楽しみ交流会リズミューでク
リスマス

12月10日㈫　10時30分。まざりん（康
生通東）。500円。電話で申込。りぶ
らっこ☆ふぁみりー　山田☎090 ◆

3254 ◆ 4508

■未就園児ママと子どものクリスマス会
12月12日㈭　10時。むらさきかん。
親子コンサート、ダンスなど。前売
り500円。ホームページ（http://www.
mamayume.net）で申込。ママユメ
☎74 ◆ 5069

■アレンジメント教室
①しめ縄＝12月12日㈭②生花クリス
マスアレンジ＝12月19日㈭③お正月
プリザーブドフラワー＝12月19日
㈭・26日㈭④生花お正月アレンジ＝
12月26日㈭▶共通＝せきれいホール。
3,300円（③は4,300円）。開催日4日
前（③は12月15日㈰）までに、Ｅメー
ル（�mar_oversea@yahoo.co.jp）で
申込。フラワーサークル花☆花　中野
☎090 ◆ 2612 ◆ 1814

■ポプラの会　子ども向け講座
▶お菓子のおうちづくり＝12月21日
㈯　10時、13時30分。むらさきかん。
900円。幼児～小学生親子▶自分の未
来を描くワークショップ＝1月5日㈰　
9時30分、13時30分。りぶら。1,200円。
小学5年生～中学3年生▶共通＝ファ
クス（FAX55 ◆ 4897）、Ｅメール（� 
info@popura.eek.jp）で申込。吉田☎
080 ◆ 4227 ◆ 2742

■岡崎を知ろう
　正調岡崎五万石歌唱講習会
12月22日～5月25日の日曜日（月1回）　
10時。岡崎公園内龍城神社斎館ほか。
2,000円（6回分）。初回会場で申込。
岡崎五万石保存会☎21 ◆ 5517

■小学生男女ソフトボール秋季体験会
12月22日㈰　8時30分。岩津小学校。
当日会場へ。岩津クラブ　中村☎090
◆ 6618 ◆ 1314

■アロマクラフト講座
　天然素材使用の掃除用品作り
12月22日㈰　13時。りぶら。1,500円。
Ｅメール（�ryoko-may14＠docomo.
ne.jp）で申込。岡崎生涯学習サークル
“きらり”　箕浦☎080 ◆ 1551 ◆ 1967

■五色の会　能を観る「自
じ

然
ねん

居
こ

士
じ

」
12月23日㈷　14時。花朋会敷舞台（大
西町）。一般5,000円、学生3,000円。
電話、ファクスで申込。花朋会敷舞台
朋の会　羽多野☎・FAX23 ◆ 4364

■X'masコンサート
12月24日㈫　15時。りぶら。♪舞音＆
響♪によるタップダンスほか。1,000
円。電話で申込。♪Heart＆Heart♪
岡崎 美空☎090 ◆ 8077 ◆ 9421

■岡崎女子大学・短期大学　親と子ど
もの発達センターのイベント
▶毎週木曜日、1月15日㈬　10時～15
時＝自由開放▶1月29日㈬　11時＝子
育て実践講座「造形あそび」▶共通＝
未就園児親子。電話で申込。親と子ど
もの発達センター　安藤☎28 ◆ 3311

■聞こえない人も聞こえる人もコミュ
ニケーション

1月25日、2月15日、3月8日の土曜日
13時。市役所福祉会館。聞こえが不
自由なかたのコミュニケーション術
と知識。はがき、ファクス（FAX22 ◆

6524）に郵便番号、住所、氏名、電
話・ファクス番号を記入し、〒444…
0022　朝日町3番地2 市身体障がい
者福祉協会・岡難聴（☎25 ◆ 4304）へ。
1月17日㈮必着

■岡崎水泳協会寒中水泳
1月13日㈷　13時。殿橋下流乙川河川
敷右岸。市体育館にある申込書で。1
月9日㈭必着。岡崎水泳協会　柴田☎
24 ◆ 7778

■味
み そ

噌づくり体験会
1月15日㈬　10時。むらさきかん。1,200
円。はがきに郵便番号、住所、氏名、
年齢、電話・ファクス番号を記入し、
〒446…0066　安城市池浦町境目1番
地　西三河農林水産事務所「みそ」係
へ。12月20日㈮必着。農村輝きネッ
ト・おかざき☎0566 ◆ 76 ◆ 2400

■次世代行こう
　東北支援バスツアー（2泊3日）
1月18日㈯　21時～20日㈪　7時（岡
崎発着）。宮城県東松島市で復興支援
交流。26,000円以下（学割あり）。電
話で申込。石川☎54 ◆ 8948

■浜崎航による楽器ワークショップ
1月19日㈰　Ａコース（サックス）＝
15時30分。Ｂコース（管楽器）＝17
時30分▶共通＝りぶら。各2,000円
（両コース受講は3,500円）。12月31
日㈫までに、Ｅメール(�jazz-ami@
nifty.com)で 申 込。Grooving　Jazz-
ami　小椋☎090 ◆ 7918 ◆ 0094

サークル
市民活動

発 表 会
催し・講座

情報をお寄せください
広報課　☎23 ◆ 6033

●申込は団体・グループで

●毎号連続掲載不可

●企業・事務所の申込は不可

●個人宅での習い事は不可

●他にも掲載ルールがあります

●申込はお早めに

冬は、一年中で最も空気が汚れやす
い季節です。家庭でできる小さな心
掛けで地球温暖化・大気汚染を防止
しましょう。

環境保全課　☎23 ◆ 6194
環境総務課　☎23 ◆ 6685

● 重ね着などの工夫で暖房は19℃を目安にしましょう。
● 無用なアイドリングや急発進、急停車を避け、エコドライブに努めましょう。
● 照明や電化製品はこまめに消しましょう。
● 公共交通機関や自転車を利用しましょう。

地球温暖化・大気汚染の防止にご協力を
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●葉祥明氏ギャラリートーク
日時／12月21日㈯　11時、14時
●クリスマスマジックショー
日時／12月22日㈰
　　　10時30分、13時30分
出演／愛知産業大学
　　　マジック同好会

●科学おもちゃを作って遊ぼう
日時／12月23日㈷
　　　10時30分、13時、15時
定員／各30人　参加費／300円
●読み聞かせ
日時／ 1月11日 ㈯、12日 ～2月

23日の日曜日
　　　13時30分、14時30分

開 催 期 間 中 の 催 し

共通申込事項／当日会場へ。

南中学校の恒例行事「南中劇」。40年目の節目を迎えた今年のテーマは、第１
回に演じられ、生徒たちの大先輩にあたる郷土の偉人・橋本増治郎です。オー
ディションで決定した配役34人をはじめ、大道具・小道具・照明係など総勢
100人が力を合わせ、熱い舞台を作り上げました（2～5ページをご覧ください）。

表紙の写真 岡崎市役所

☎ 23 ◆6000
FAX 23 ◆6262


